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国
際
会
計

米
国
税
制
改
正
に
関
す
る
救
済
措

置
等
、公
表
─
Ｓ
Ｅ
Ｃ
、Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
救
済
措
置

去
る
２
０
１
７
年
12
月
22
日
、
Ｓ

Ｅ
Ｃ
は
Ｓ
Ａ
Ｂ（Staff A

ccounting 
Bulletin

）118
号
を
発
行
し
、
米
国

税
制
改
正
法（T

he T
ax Cuts and 

Jobs A
ct

）に
関
す
る
会
計
処
理
に
つ

い
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
登
録
企
業
に
救
済
措

置
を
提
供
し
た
。

⑴　
米
国
税
制
改
正
法
の
概
要

米
国
税
制
改
正
法
は
、
米
国
企
業

が
雇
用
と
利
益
を
海
外
か
ら
取
り
戻

す
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
、
法

人
税
率
の
21
％
へ
の
大
幅
な
引
下

げ
、 

海
外
子
会
社
の
未
分
配
利
益
の

課
税
強
化
、
代
替
ミ
ニ
マ
ム
税
の
廃

止
、
税
源
浸
食
乱
用
防
止
規
定
の
導

入
、
グ
ロ
ー
バ
ル
無
形
資
産
低
課
税

所
得
の
導
入
な
ど
を
含
ん
で
お
り
、

２
０
１
７
年
12
月
22
日
の
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
法
案
へ
の
署
名
に
よ
り
、

成
立
し
た
。

こ
の
米
国
税
制
改
正
法
は
、
会
計

的
に
は
、
繰
延
税
金
資
産
・
負
債
の

金
額
、
そ
の
他
の
包
括
利
益
の
税
効

果
、
海
外
子
会
社
の
未
分
配
利
益
の

税
効
果
な
ど
に
影
響
を
与
え
る
。

⑵　
Ｓ
Ａ
Ｂ
の
概
要

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｂ
は
、
Ｓ
Ａ
Ｂ
の
発
行

日
で
あ
る
２
０
１
７
年
12
月
22
日
を

含
む
年
度
の
、
未
払
法
人
税
、
繰
延

税
金
資
産
・
負
債
の
会
計
処
理
を
規

正
法
に
関
連
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は

会
計
基
準
ア
ッ
プ
デ
ー
ト（
Ａ
Ｓ

Ｕ
）の
公
開
草
案「
損
益
計
算
書

―
包
括
利
益
の
報
告（
ト
ピ
ッ
ク

220
）
―
そ
の
他
の
包
括
利
益
累
積

額
か
ら
の
特
定
の
税
効
果
の
組
替

（reclassification

）」を
公
表
し
た
。

米
国
基
準
で
は
、繰
延
税
金
資
産
・

負
債
へ
の
税
率
の
変
更
の
影
響
は
、

変
更
年
度
の
継
続
事
業
か
ら
の
損
益

と
し
て
認
識
さ
れ
る
が
、
公
開
草
案

で
は
、
税
率
変
更
に
伴
う
そ
の
他
の

包
括
利
益
累
積
額
か
ら
利
益
剰
余
金

へ
の
組
替
え
の
金
額
は
、
以
前
の
実

効
税
率
と
米
国
税
制
改
正
法
で
の
実

効
税
率
の
差
額
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

公
開
草
案
の
適
用
日
は
、

２
０
１
８
年
12
月
16
日
以
降
開
始
年

度
で
あ
り
、
早
期
適
用
は
認
め
ら
れ

る
。
コ
メ
ン
ト
期
限
は
２
０
１
８
年

２
月
２
日
で
あ
る
。

Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の
ス
タ
ッ
フ
Ｑ
＆
Ａ

ま
た
、
去
る
１
月
22
日
、
Ｆ
Ａ
Ｓ

Ｂ
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
米
国
税
制
改
正

法
に
対
応
す
る
会
計
処
理
に
伴
う
次

の
４
つ
の
Ｑ
＆
Ａ
を
公
表
し
た
。

Ｑ
１　
未
課
税
の
海
外
子
会
社
の
未

分
配
利
益
へ
の
強
制
み
な
し
配
当

課
税
に
関
す
る
未
払
法
人
税
に
つ

い
て
、
割
引
を
す
る
か
ど
う
か
？

（
Ａ
１
：
割
引
を
し
な
い
）

Ｑ
２　
還
付
さ
れ
る
代
替
ミ
ニ
マ
ム

課
税
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
、割
引

を
す
る
か
ど
う
か
？（
Ａ
２
：
割
引

を
し
な
い
）

Ｑ
３　
税
源
浸
食
乱
用
防
止
規
定
の

対
象
と
な
る
場
合
に
、
繰
延
資
産
・

負
債
を
計
上
す
る
た
め
の
税
率

は
？（
Ａ
３
：
通
常
の
実
効
税
率
）

Ｑ
４　
グ
ロ
ー
バ
ル
無
形
資
産
低
課

税
所
得
と
し
て
将
来
の
年
度
に
還

定
し
て
い
る
ト
ピ
ッ
ク
740「
法
人
税
」

の
適
用
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

提
供
し
て
い
る
。

企
業
が
ト
ピ
ッ
ク
740
の
会
計
処
理

を
完
了
す
る
た
め
の
合
理
的
な
詳
細

を
作
成
し
、
分
析
す
る
十
分
な
情
報

を
有
し
な
い
場
合
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
登
録

企
業
に「
測
定
期
間
」で
の
暫
定
的
な

金
額
で
の
計
上
を
認
め
て
い
る
。「
測

定
期
間
」の
概
念
は
、
企
業
結
合
会

計
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
暫
定
的
な

金
額
で
の
の
れ
ん
の
計
上
を
１
年
間

と
い
う「
測
定
期
間
」で
認
め
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ａ
Ｂ
の「
測
定

期
間
」は
、
企
業
が
ト
ピ
ッ
ク
740
の

会
計
処
理
を
完
了
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
情
報
を
入
手
し
、
作
成
し
、
分

析
し
た
と
き
に
終
了
す
る
。
測
定
期

間
内
は
、
企
業
は
追
加
の
情
報
に
よ

り
暫
定
的
な
金
額
を
修
正
す
る
。

ま
た
、
こ
の
救
済
措
置
を
採
用
し

た
企
業
は
、
完
了
し
て
い
な
い
税
効

果
の
影
響
の
定
性
的
な
内
容
、
暫
定

的
な
金
額
、
未
完
了
の
未
払
法
人
税

と
繰
延
税
金
資
産
・
負
債
の
金
額
、

未
完
了
の
理
由
、
完
了
す
る
た
め
の

追
加
の
情
報
、
当
年
度
の
認
識
さ
れ

た
測
定
期
間
の
修
正
の
内
容
と
金
額

な
ど
を
開
示
す
る
。

Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の
公
開
草
案

去
る
１
月
18
日
、
米
国
税
制
改

付
が
予
想
さ
れ
る
一
時
差
異
に
繰

延
税
金
資
産
を
認
識
す
る
の
か
、グ

ロ
ー
バ
ル
無
形
資
産
低
課
税
取
得

の
発
生
時
に
法
人
税
を
認
識
す
る

の
か
？（
Ａ
４
：
ト
ピ
ッ
ク
740
に
規

定
は
な
く
、採
用
し
た
会
計
方
針
を

開
示
す
る
）

金
　
　
融

財
務
情
報・非
財
務
情
報
の
充
実
の

論
点
、検
討
─
金
融
審
議
会
ディ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
Ｗ
Ｇ

去
る
１
月
23
日
、
金
融
審
議
会
は

第
２
回
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ（
座
長
：
神
田

秀
樹
・
学
習
院
大
学
大
学
院
法
務
研

究
科
教
授
）を
開
催
し
た
。

「
財
務
情
報
」お
よ
び「
記
述
情
報

（
非
財
務
情
報
）」の
充
実

前
回（
２
０
１
８
年
１
月
１
日
号

（
№
１
５
０
０
）情
報
フ
ラ
ッ
シ
ュ
参

照
）、
事
務
局
か
ら
提
示
さ
れ
た
課

題
の
う
ち
、「『
財
務
情
報
』お
よ
び

『
記
述
情
報（
非
財
務
情
報
）』の
充

実
」に
つ
い
て
、
議
論
が
行
わ
れ
た
。

今
回
事
務
局
か
ら
は
、
財
務
情
報

の
理
解
を
深
め
、
建
設
的
な
対
話
を

促
進
す
る
観
点
か
ら
、
提
供
さ
れ
る

べ
き
情
報
の
内
容
、
構
成
、
相
互
の

関
連
づ
け
等
、
情
報
提
供
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、次
の
論
点
が
示
さ
れ
た
。

①　
経
営
戦
略

・
企
業
の
目
的
・
理
念
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル（
他
社
と
の
差
別
化
要
因
、

競
争
優
位
性
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ュ
ー

ン
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
等
）、経

営
計
画
等
の
記
載
の
あ
り
方

・
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
、
リ
ス
ク
情
報
等
と
の

関
連
づ
け
の
あ
り
方

・
実
施
状
況
や
今
後
の
課
題
に
関
す

る
記
載
の
あ
り
方

②　
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ

・
財
務
情
報
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
経
営
者
視
点
で
の
深
度
あ
る
分

析
・
セ
グ
メ
ン
ト
ご
と
の
分
析

・
そ
の
他
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
関
与

の
あ
り
方
、キ
ャ
ッ
シ
ュ・フ
ロ
ー

や
資
本
に
関
す
る
情
報
、
主
要
経

営
指
標
等
の
分
析

③　
リ
ス
ク
情
報

・
重
要
性
に
応
じ
た
企
業
固
有
の
リ

ス
ク
の
説
明
の
必
要
性

・
リ
ス
ク
へ
の
対
応
策
や
リ
ス
ク
の

変
化
の
状
況
の
説
明
の
必
要
性

④　
人
的
情
報

⑤　
そ
の
他
の
財
務
情
報
や
記
述
情
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フラッシュ

的の中心と
重要性
的の中心と
重要性

会計・監査の
“現場感”

な
る
の
」と
質
問
す
る
と
、「
３
年
前
に

〇
〇
先
生
に
了
解
を
も
ら
っ
て
い
る
か

ら
」と
いっ
た
、
と
て
も
第
三
者
に
説

明
で
き
な
い
回
答
が
返
っ
て
く
る
こ
と

が
あ
る
。
こ
れ
は
的
の
中
心
が
共
有

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

適
用
指
針
案
に
は
こ
れ
以
外
に
も

９
つ
の
簡
便
法
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

実
務
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
重
要
性
を

踏
ま
え
た
取
扱
い
を
検
討
す
る
こ
と

が
あ
ろ
う
。
的
の
中
心
と
そ
の
結
論

と
の
距
離
感
は
リ
ス
ク
の
大
き
さ
と
い

え
る
。「
的
の
中
心
」が
共
有
で
き
て
い

れ
ば
、
取
れ
る
リ
ス
ク
が
把
握
で
き

る
の
で
、
会
社
と
監
査
人
と
の
協
議

も
過
度
に
保
守
的
に
な
ら
ず
、
費
用

対
効
果
を
踏
ま
え
た
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

結
論
が
得
ら
れ
る
は
ず
だ
。

企
業
会
計
原
則
注
解（
注
１
）で
は

重
要
性
の
原
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

て
い
る
。「
企
業
会
計
が
目
的
と
す
る

と
こ
ろ
は
、
企
業
の
財
務
内
容
を
明

ら
か
に
し
、
企
業
の
状
況
に
関
す
る

利
害
関
係
者
の
判
断
を
誤
ら
せ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
、
重

要
性
の
乏
し
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

本
来
の
厳
密
な
会
計
処
理
に
よ
ら
な

い
で
他
の
簡
便
な
方
法
に
よ
る
こ
と

も
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
従
っ
た
処

理
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
重
要
性
の

原
則
は
、
財
務
諸
表
の
表
示
に
関
し

て
も
適
用
さ
れ
る
」。
あ
ら
た
め
て

読
む
と
、
と
て
も
納
得
感
の
あ
る
規

定
で
あ
る
。

（
公
認
会
計
士　

布
施
伸
章
）

よ
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
性

質
、
金
額
、
時
期
お
よ
び
確
実
性
に

関
す
る
有
用
な
情
報
」を
提
供
す
る

こ
と
で
あ
り
、
簡
便
法
が
財
務
諸
表

に
与
え
る
量
的
・
質
的
重
要
性
や
事

務
コ
ス
ト
を
踏
ま
え
れ
ば
、
適
切
な

規
定
で
あ
ろ
う
。

こ
の
簡
便
法
の
適
用
に
あ
た
っ

て
も
、
的
の
中
心（
支
配
の
移
転
に

関
す
る
５
つ
の
指
標
）を
共
有
す
る

こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
を
前

提
と
す
れ
ば
出
荷
基
準
の
適
用
対

象
は
、
顧
客
の
検
収
が
品
目
、
個

数
を
確
認
す
る
程
度
の
も
の
が
想

定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
搬
入
据

付
作
業
が
必
要
と
な
る
機
械
な
ど
、

検
収
プ
ロ
セ
ス
が
形
式
的
で
な
い

場
合
に
は
対
象
外
と
な
る
こ
と
は

当
然
で
あ
る
。
も
し
、
的
の
中
心

を
共
有
す
る
こ
と
な
く
結
論（
出
荷

基
準
）だ
け
が
ひ
と
り
歩
き
す
る

と
、
極
端
な
ケ
ー
ス
で
は
、
出
荷

さ
え
す
れ
ば
よ
い
→
い
わ
ゆ
る
押

し
込
み
販
売
で
も
よ
い
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
と
き
ど

き
、「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
会
計
処
理
と

会
計
基
準
を
適
用
す
る
際
、
会
社

と
監
査
人
は
あ
る
べ
き
会
計
処
理
を

し
っ
か
り
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の「
的
の
中

心
」を
共
有
す
る
イ
メ
ー
ジ
だ
。
そ

れ
に
は
会
計
基
準
設
定
の
背
景
や
趣

旨
を
よ
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
的
の
中
心
」を
共
有
し
て
も
、
そ

れ
が
そ
の
ま
ま
実
務
で
実
施
さ
れ
る

と
は
限
ら
な
い
。
実
務
で
は
、
費
用

対
効
果
を
含
む
実
行
可
能
性
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
も
着
地

点（
結
論
）は
異
な
る
こ
と
が
あ
る
か

ら
だ
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

的
の
中
心
を
共
有
し
た
う
え
で
の
実

務
的
な
対
応
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
収
益
認
識
会
計
基
準

案
で
は
、
収
益
の
認
識
時
点
と
な
る

資
産
に
対
す
る
支
配
の
顧
客
へ
の
移

転
は
、
①
顧
客
の
支
払
義
務
、
②
法

的
所
有
権
、
③
物
理
的
占
有
、
④
所

有
に
伴
う
重
大
な
リ
ス
ク
と
経
済
価

値
の
移
転
、
⑤
顧
客
の
検
収
の
５
つ

の
指
標
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
通
常
、
企
業
が
物

品
を
出
荷
し
て
も
そ
れ
を
顧
客
が
受

け
取
っ
て
い
な
い
限
り
、
こ
れ
ら
の

指
標
は
１
つ
も
満
た
さ
れ
な
い
。
し

か
し
適
用
指
針
案
で
は
、
代
替
的
な

取
扱
い（
簡
便
法
）と
し
て
国
内
販
売

に
お
い
て
出
荷
お
よ
び
配
送
に
要
す

る
日
数
が
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
日

数
で
あ
る
場
合
に
、
出
荷
基
準
に
よ

る
収
益
計
上
を
認
め
て
い
る
。
収
益

認
識
会
計
基
準
の
目
的
は「
収
益
お

会
　
　
計

税
効
果
会
計
基
準
案
、議
論
大
詰

め
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

報・
追
加
的
に
開
示
す
べ
き
事
項
や
、

現
行
の
開
示
を
見
直
す
べ
き
事
項

ま
た
、
長
期
投
資
会
社
か
ら「
長

期
投
資
家
の
視
点
か
ら
見
た
有
価
証

券
報
告
書
」に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
受
け
、
投
資
家
サ
イ
ド
か
ら
の
投

資
企
業
選
定
の
た
め
の
情
報
を
有
価

証
券
報
告
書
か
ら
ど
の
よ
う
に
読
み

取
る
か
が
示
さ
れ
た
。

委
員
の
意
見

委
員
か
ら
は
、
全
体
と
し
て「
投

資
家
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
投
資
家
の
類
型
に
合
わ
せ
て
開

示
内
容
を
決
め
る
べ
き
で
あ
る
。
投

資
家
全
体
が
必
要
な
情
報
を
、
ミ
ニ

マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
法
定
開

示
し
、
よ
り
情
報
を
知
り
た
い
投
資

家
に
向
け
て
は
、
任
意
開
示
で
対
応

す
れ
ば
よ
い
」、「
非
財
務
情
報
は
経

営
者
が
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
も
っ
て
記

述
し
て
ほ
し
い
」な
ど
の
意
見
が
聞

か
れ
た
。

各
論
で
は
、
①
に
つ
い
て
は
、「
経

営
目
標
の
達
成
へ
の
進
捗
状
況
を
経

営
者
の
視
点
で
書
い
て
ほ
し
い
」と

い
う
意
見
、
②
に
つ
い
て
は
、「
ト
ッ

プ
の
関
与
が
重
要
」と
い
う
意
見
が

多
く
出
さ
れ
た
。
ま
た
、「『
重
要
な

会
計
上
の
見
積
り
、
仮
定
』に
つ
い

て
経
営
陣
が
ど
の
よ
う
な
判
断
を

持
っ
て
い
る
か
を
盛
り
込
む
べ
き
」

と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

③
に
つ
い
て
は
、「
①
や
②
を
達
成

す
る
際
の
リ
ス
ク
を
示
し
て
ほ
し

い
」、
④
に
つ
い
て
は
、「
労
働
力
人

口
が
減
少
す
る
な
か
、
非
財
務
情
報

と
し
て
重
要
な
情
報
で
は
な
い
か
」、

⑤
に
つ
い
て
は
、「『
経
営
上
重
要
な

契
約
』の
概
要
ま
で
開
示
す
べ
き
で

あ
る
」と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
投
資
会
社
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
な
か
で
、
過
去
の
有
価
証
券
報
告

書
を
み
る
と
、
廃
止
さ
れ
た
単
体
注

記
の
記
述
に
有
用
な
情
報
が
あ
る
と

の
発
言
が
あ
り
、
委
員
か
ら
も「
単

体
で
廃
止
さ
れ
た
項
目
の
な
か
に
も

有
用
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
復
活
を
検
討
し
て
は
」と
い
う

意
見
が
聞
か
れ
た
。

去
る
１
月
25
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
３
７
７
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

税
効
果
会
計
基
準

公
開
草
案
公
表
後
の
追
加
の
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
で
開
示
に
関
し
て
出
さ
れ

た
次
の
よ
う
な
意
見
に
つ
い
て
、
追

加
検
討
さ
れ
た
。
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会
　
　
計

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
、修
正
等
を
し
な

い
方
向
へ
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
作
業
部
会

⑴　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
で
要
求
さ
れ
て
い
る

事
項
を
超
え
る
べ
き
で
は
な
い

⑵　
個
別
財
務
諸
表
の
注
記
事
項
を

追
加
す
べ
き
で
は
な
い

⑶　
連
結
納
税
を
適
用
し
て
い
る
企

業
の
子
会
社
で
有
価
証
券
報
告
書

を
提
出
し
て
い
る
企
業
で
は「
税
務

上
の
繰
越
欠
損
金
の
繰
越
期
限
別

の
数
値
情
報
」の
数
値
を
求
め
る
べ

き
で
は
な
い

⑷　
連
結
納
税
を
採
用
し
て
い
る
企

業
で
は
、個
別
財
務
諸
表
の
評
価
性

引
当
額
の
内
訳
に
関
す
る
数
値
情

報
は
有
用
な
情
報
に
な
ら
な
い

こ
れ
ら
の
意
見
に
対
し
て
、
変
更

は
し
な
い
が
、
⑵
に
関
し
て
、
次
の

点
に
つ
い
て
結
論
の
背
景
に
入
れ
る

こ
と
を
、
事
務
局
が
提
案
し
た
。

①　
連
結
財
務
諸
表
に
お
け
る
注
記

と
個
別
財
務
諸
表
の
注
記
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
判
断
す
る
旨

②　
「
繰
延
税
金
資
産
の
発
生
原
因
別

の
主
な
内
訳
と
し
て
税
務
上
の
繰

越
欠
損
金
を
記
載
し
て
い
る
場
合

で
あ
っ
て
当
該
税
務
上
の
繰
越
欠

損
金
の
額
が
重
要
で
あ
る
と
き
」に

該
当
し
な
い
場
合
に
は
、個
別
財
務

諸
表
の
評
価
性
引
当
額
の
内
訳
に

関
す
る
数
値
情
報
の
注
記
の
記
載

を
要
し
な
い
旨

③　
「
重
要
で
あ
る
と
き
」の
判
断
基

準
に
つ
い
て
、公
開
草
案
に
お
け
る

記
載
を
よ
り
原
則
的
な
判
断
基
準

と
な
る
表
現
と
す
る

早
期
適
用
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
公
表
日
以
後
と
い
う
案
か
ら
、

２
０
１
８
年
３
月
31
日
以
後
最
初
に

終
了
す
る
連
結
会
計
年
度
お
よ
び
年

度
末
に
係
る
連
結
財
務
諸
表
お
よ
び

個
別
財
務
諸
表
か
ら
と
修
正
さ
れ

た
。委

員
か
ら
は
、「
単
体
簡
素
化
の
な

か
で
、
個
別
財
務
諸
表
の
数
値
の
記

載
を
増
や
す
の
は
い
か
が
か
」と
い

う
意
見
が
出
た
が
、
賛
成
意
見
も
多

数
あ
り
、
結
論
の
背
景
な
ど
を
修
文

し
、
次
回
の
親
委
員
会
で
公
表
議
決

す
る
見
込
み
。

収
益
認
識
会
計
基
準

第
89
回
収
益
認
識
専
門
委
員
会
で

の
議
論（
２
０
１
８
年
２
月
１
日
号

（
№
１
５
０
２
）情
報
フ
ラ
ッ
シ
ュ
参

照
）を
踏
ま
え
、
次
の
論
点
に
つ
き

審
議
が
行
わ
れ
た
。

①　
代
替
的
な
取
扱
い

②　
設
例
の
追
加

③　
可
能
性
の
閾
値
の
表
現

委
員
か
ら
は
、「
最
終
基
準
化
予
定

の
３
月
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
配
分
で

検
討
を
し
て
い
く
の
か
」と
の
質
問

が
あ
り
、
事
務
局
か
ら
は「
難
し
い

論
点
が
残
っ
て
い
る
状
態
。
可
能
な

限
り
早
く
検
討
し
て
い
く
」と
の
回

答
が
あ
っ
た
。

金
融
商
品
の
日
本
基
準
を
国
際
的

に
整
合
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
の
取
組
み

２
０
１
６
年
８
月
の
中
期
運
営
方

針
で
言
及
さ
れ
て
い
る
金
融
商
品
に

関
す
る
会
計
基
準
を
国
際
的
に
整
合

性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
の
取
組

み
を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
、
そ

の
進
め
方
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

事
務
局
か
ら
は
、
検
討
の
対
象

を「
減
損
」、「
分
類
お
よ
び
測
定
」、

「
ヘ
ッ
ジ
会
計
」の
３
分
野
と
す
る

か
、「
減
損
」の
み
と
す
る
か
の
２
案

が
出
さ
れ
た
。

今
後
の
進
め
方
と
し
て
、
開
発
着

手
の
決
定
前
段
階
で
、
次
の
よ
う
な

適
用
上
の
課
題
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
進
め
方
に
関
す
る
意
見
募
集
を
、

２
０
１
８
年
上
期
中
を
目
標
に
行
う

と
い
う
提
案
が
さ
れ
た
。

①　
検
討
の
範
囲（
３
分
野
か
減
損
の

み
か
）

②　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
と
米
国
会
計
基
準
の

異
同
や
想
定
さ
れ
る
適
用
上
の
課

題
に
対
す
る
意
見

③　
減
損
に
つ
い
て
の
具
体
的
手
法

に
対
す
る
意
見

事
務
局
か
ら
は
、
意
見
募
集
の
意

図
に
つ
い
て
、「
金
融
商
品
会
計
基
準

は
20
年
近
く
抜
本
的
に
変
わ
っ
て
い

な
い
。
収
益
認
識
会
計
基
準
の
よ
う

に
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
を
出
発
点
に
し
て
い
る

も
の
で
は
な
い
の
で
、
取
組
み
の
進

め
方
に
つ
い
て
い
っ
た
ん
広
く
意
見

を
聞
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
」と
説
明
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
意
見
募
集
を
行
う

こ
と
に
関
し
て
賛
成
の
意
見
が
多
く

聞
か
れ
た
。

去
る
１
月
19
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
41
回
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
エ
ン

ド
ー
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
作
業
部
会

を
開
催
し
た
。

今
回
は
、
次
に
挙
げ
る
３
点
に
関

す
る
エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

の
議
論
を
行
っ
た
。

①　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号「
リ
ー
ス
」

②　
重
要
な
会
計
基
準
以
外
の
会
計

基
準
等

③　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号「
金
融
商
品
」

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号「
リ
ー
ス
」

次
に
挙
げ
る
①
～
⑤
の
事
項
の
エ

ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
手
続
に
関
す
る
事

務
局
の
意
見
が
説
明
さ
れ
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

①　
す
べ
て
の
リ
ー
ス
に
係
る
資
産

お
よ
び
負
債
の
認
識

②　
単
一
費
用
認
識
モ
デ
ル

③　
貸
手
の
会
計
処
理

④　
セ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
リ
ー
ス
バ
ッ

ク
取
引

⑤　
開
示

こ
の
う
ち
①
に
関
し
て
は
、
今
後

は
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
が
国
際
的
に
適
用

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
わ

が
国
特
有
の
事
情
に
よ
り
受
け
入
れ

難
い
と
す
る
理
由
を
見
出
す
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
国
際
的
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
懸
念
が
示
さ
れ
た
う
え
で
最
終

化
さ
れ
た
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、「
削

除
ま
た
は
修
正
」（
以
下
、「
修
正
等
」

と
い
う
）す
る
に
は
至
ら
な
い
と
い

う
考
え
を
事
務
局
は
示
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
今
回
に
限
ら
ず
、

修
正
等
は
最
小
限
に
留
め
、
従
来
ど

お
り
の
レ
ベ
ル
で
エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン

ト
手
続
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
か

ら
、
事
務
局
の
考
え
に
は
賛
成
だ

が
、（
先
々
の
日
本
基
準
の
検
討
等
を

踏
ま
え
る
と
）サ
ー
ビ
ス
と
リ
ー
ス

の
区
別
が
不
明
確
な
ど
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

16
号
の
問
題
点
へ
の
懸
念
が
示
さ
れ

た
。②

に
関
し
て
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
・
リ
ー
ス
と
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

リ
ー
ス
を
区
別
す
る
米
国
会
計
基
準

の
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
の
意
見
も
あ

る
が
、
単
一
モ
デ
ル
で
取
引
を
処
理

す
る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
も
ま
っ
た
く
採

用
し
得
な
い
も
の
で
は
な
い
た
め
、

修
正
等
を
す
る
に
は
至
ら
な
い
と
い

う
考
え
を
事
務
局
は
示
し
た
。

委
員
か
ら
は「
賛
成
だ
が
、
Ｉ
Ｆ
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フラッシュ

会
　
　
計

Ｋ
Ｐ
Ｍ
の
識
別・
開
示
の
要
求
、

支
持
し
な
い
方
針

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
専
門
委

会
　
　
計

実
務
対
応
報
告
18
号
の
修
正
項

目
、引
き
続
き
検
討

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、実
務
対
応
専
門
委

Ｒ
Ｓ
16
号
の
エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
手

続
の
議
論
を
す
る
際
に
、
米
国
会
計

基
準
の
議
論
が
多
く
占
め
る
こ
と
に

は
違
和
感
を
覚
え
る
」等
の
意
見
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
③
～
⑤
に
関
し
て
も
修
正

等
を
す
る
に
は
至
ら
な
い
と
い
う
考

え
を
事
務
局
は
示
し
た
。

重
要
な
会
計
基
準
以
外
の
会
計
基

準
等２

０
１
７
年
７
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
に
よ
っ
て
公

表
さ
れ
た
会
計
基
準
の
う
ち
、
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
16
号
・
17
号
を
除
い
た
、
①
～

⑤
の
会
計
基
準
等
に
つ
い
て
修
正
等

を
す
る
に
は
至
ら
な
い
と
い
う
考
え

を
示
し
た
。

①　
負
の
補
償
を
伴
う
期
限
前
償
還

要
素

②　
関
連
会
社
及
び
共
同
支
配
企
業

に
対
す
る
長
期
持
分

③　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
３
号「
企
業
結
合
」、お

よ
び
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
11
号「
共
同
契
約
」

の
修
正

④　
Ｉ
Ａ
Ｓ
12
号「
法
人
所
得
税
」

⑤　
Ｉ
Ａ
Ｓ
23
号「
借
入
コ
ス
ト
」

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号「
金
融
商
品
」

２
０
１
７
年
10
月
31
日
に
公
表
さ

れ
た
修
正
国
際
基
準
公
開
草
案
５
号

に
対
し
て
、「
公
開
草
案
の
提
案
に
同

意
は
す
る
が
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
の
予

想
損
失
モ
デ
ル
に
修
正
等
を
行
わ
な

い
こ
と
と
し
た
理
由
や
表
現
に
つ
い

て
再
検
討
を
望
む
」と
い
う
コ
メ
ン

ト
が
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

去
る
１
月
22
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
９
回
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
、
１
月
に
開
催
さ
れ
る
Ｉ

Ａ
Ｓ
Ｂ
ボ
ー
ド
会
議
に
お
け
る
、
基

本
財
務
諸
表
に
関
す
る
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス

タ
ッ
フ
の
分
析
と
提
案
に
対
す
る
事

務
局
の
気
づ
き
事
項
が
説
明
さ
れ

た
。経

営
者
業
績
指
標（
Ｍ
Ｐ
Ｍ
）

財
務
業
績
計
算
書
に
お
け
る
経

営
者
業
績
指
標（M

anagem
ent 

Perform
ance M

easure

：
Ｍ
Ｐ

Ｍ
）は
企
業
の
財
務
業
績
の
要
約
的

な
財
務
指
標
で
あ
り
、
経
営
者
の
主

要
な
業
績
指
標
の
１
つ
で
も
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス

タ
ッ
フ
は
次
の
３
点
の
要
求
を
提
案

す
る
。

①　
す
べ
て
の
企
業
に
対
し
て
、主
要

な
業
績
指
標（
Ｋ
Ｐ
Ｍ
）を
識
別
し
、

こ
れ
を
財
務
諸
表
に
含
め
る
こ
と
。

Ｋ
Ｐ
Ｍ
は
複
数
で
も
よ
い
。

②　
①
の
Ｋ
Ｐ
Ｍ
の
う
ち
、「
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
基
準
で
定
義
さ
れ
て
い
る
指
標
」

で
な
い
も
の
が
あ
る
場
合
、当
該
Ｋ

Ｐ
Ｍ
を
Ｍ
Ｐ
Ｍ
と
し
て
識
別
す
る

こ
と
。

③　
①
の
財
務
諸
表
に
お
い
て
識
別

さ
れ
る
Ｋ
Ｐ
Ｍ
に
は
、
少
な
く
と

も
、年
次
報
告
書
に
含
ま
れ
る
Ｋ
Ｐ

Ｍ
を
含
め
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
の
識
別
、

開
示
を
求
め
る
ス
タ
ッ
フ
提
案
を
、

事
務
局
は
支
持
し
な
い
と
し
た
。

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
が
目
指
す
べ
き
こ
と

は
、
多
く
の
関
係
者
に
目
的
適
合
性

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
業
績
指
標
を

財
務
業
績
計
算
書
に
含
め
て
表
示
す

る
こ
と
を
要
求
し
、
そ
の
結
果
と
し

て
財
務
諸
表
の
外
で
開
示
さ
れ
る
業

績
指
標
が
減
少
す
る
こ
と
で
あ
り
、

注
記
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
業
績
指

標
で
も
記
載
し
て
よ
い
と
い
う
の
は

会
計
基
準
に
準
拠
し
て
認
識
・
測
定
・

表
示
さ
れ
た
業
績
指
標
が
目
的
適
合

性
の
低
い
情
報
で
あ
る
こ
と
を
認
め

た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
、

と
し
て
い
る
。

「
不
可
分
な
」関
連
会
社
お
よ
び
共

同
支
配
企
業
に
係
る
持
分
法
投
資

損
益
の
表
示

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ッ
フ
は「
不
可
分

な
」関
連
会
社
お
よ
び
共
同
支
配
企

業
に
係
る
持
分
法
投
資
損
益
の
表
示

に
関
し
て
、次
の
３
点
を
提
案
す
る
。

①　
「
不
可
分
な
」関
連
会
社
お
よ
び

共
同
支
配
企
業
の
業
績
を
、「
不
可

分
で
な
い
」関
連
会
社
お
よ
び
共
同

支
配
企
業
の
業
績
と
区
別
し
て
表

示
す
る
こ
と
。

②　
「
不
可
分
な
関
連
会
社
ま
た
は
共

同
支
配
企
業
」と
い
う
用
語
を「
そ

の
活
動
が
企
業
の
事
業
活
動
と
統

合
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
に
よ
っ
て
企

業
の
事
業
活
動
を
遂
行
す
る
う
え

で
必
須
か
つ
基
本
的
な
関
連
会
社

ま
た
は
共
同
支
配
企
業
」と
定
義
す

る
こ
と
。

③　
持
分
法
投
資
損
益
の
表
示
に
関

す
る
次
の
３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

す
べ
て
を
議
論
す
べ
き
だ
が
、１
つ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
選
択
す
る
な
ら

ば
ア
プ
ロ
ー
チ
Ｂ
が
望
ま
し
い
と

い
う
こ
と
。

ア
プ
ロ
ー
チ
Ａ
：
事
業
活
動
の
一
部

と
し
て「
投
資
か
ら
生
じ
る
収
益
／

費
用
」よ
り
も
上
に
表
示
す
る
。

ア
プ
ロ
ー
チ
Ｂ
：「
投
資
か
ら
生
じ
る

収
益
／
費
用
」よ
り
も
上
に
表
示
す

る
が
、そ
の
上
に
小
計
を
挿
入
す
る

こ
と
で
、企
業
の
事
業
活
動
の
直
後

に
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。　

ア
プ
ロ
ー
チ
Ｃ
：「
投
資
か
ら
生
じ
る

収
益
／
費
用
」の
な
か
で
、「
不
可
分

な
」関
連
会
社
お
よ
び
共
同
支
配
企

業
と
、「
不
可
分
で
な
い
」関
連
会
社

お
よ
び
共
同
支
配
企
業
の
業
績
を

別
個
に
表
示
す
る
。

こ
の
う
ち
③
に
関
し
て
は
、
ア
プ

ロ
ー
チ
Ｂ
の
提
案
す
る
新
た
な
小
計

は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
Ａ
を
採
用
し
た
と

し
て
も
利
用
者
は
計
算
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
ア
プ

ロ
ー
チ
Ａ
が
最
も
望
ま
し
い
と
し

た
。

去
る
１
月
23
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
１
３
回
実
務
対
応
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

今
回
も
前
回（
２
０
１
８
年
１
月

１
日
号（
№
１
５
０
０
）情
報
フ
ラ
ッ

シ
ュ
参
照
）に
引
き
続
き
、
実
務
対

応
報
告
18
号（
以
下
、「
18
号
」と
い

う
）の
修
正
項
目
の
見
直
し
に
関
す

る
検
討
が
行
わ
れ
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に
関
す
る
修
正
項
目
の

見
直
し
の
方
針

前
回
の
専
門
委
員
会
等
で
は
、
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
に
関
す
る
見
直
し
の
手
順
に

つ
い
て
、
エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
手
続

の
結
果
を
そ
の
ま
ま
18
号
の
修
正
項

目
の
判
断
に
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て

懸
念
す
る
意
見
が
聞
か
れ
て
い
た
。
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会
　
　
計

子
会
社
株
式
等
と
の
れ
ん
の
減

損
の
関
係
、検
討
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、企
業
結
合
専
門
委

こ
れ
を
踏
ま
え
て
事
務
局
よ
り
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に
関
す
る
修
正
項
目
の
見

直
し
の
手
順
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

の
エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
手
続
の
結
果

を
、
18
号
の
修
正
項
目
の
検
討（
わ

が
国
の
会
計
基
準
に
共
通
す
る
考
え

方
、
子
会
社
の
取
引
ま
た
は
残
高
の

連
結
財
務
諸
表
に
与
え
る
重
要
性
、

実
務
上
の
実
行
可
能
性
）に
お
け
る

材
料
と
し
て
利
用
す
る
方
針
が
示
さ

れ
た
。
事
務
局
は
、
こ
の
方
針
に
従

い
18
号
の
修
正
項
目
に
つ
い
て
再
検

討
し
た
結
果
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号「
金

融
商
品
」に
お
け
る「
そ
の
他
の
包
括

利
益
を
通
じ
て
公
正
価
値
で
測
定
す

る
資
本
性
金
融
商
品
へ
の
投
資
の
公

正
価
値
の
変
動
に
関
す
る
ノ
ン
リ
サ

イ
ク
リ
ン
グ
処
理
」（
以
下
、「
ノ
ン
リ

サ
イ
ク
リ
ン
グ
処
理
」と
い
う
）に
つ

い
て
の
み
、
実
務
上
の
実
行
可
能
性

の
対
応
を
含
む
、
よ
り
詳
細
な
検
討

を
行
う
こ
と
を
提
案
し
た
。

ノ
ン
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
処
理

ノ
ン
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
処
理
は
、

前
回
の
専
門
委
員
会
等
に
お
け
る
修

正
項
目
の
見
直
し
の
方
針
に
従
っ
た

場
合
で
も
詳
細
な
検
討
を
す
べ
き
と

さ
れ
て
い
た
た
め
、
18
号
の
修
正
項

目
と
す
べ
き
か
否
か
の
審
議
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、「
修
正
項
目
と
す
べ
き

で
な
い
」、「
修
正
項
目
と
し
て
取
り

扱
っ
た
う
え
で
実
務
上
の
実
行
可
能

性
に
関
し
て
何
ら
か
の
配
慮
を
行
う

べ
き
」と
意
見
が
分
か
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
事
務
局
は
修
正

国
際
基
準
の
検
討
で
、
ノ
ン
リ
サ
イ

ク
リ
ン
グ
処
理
に
つ
い
て「
削
除
ま

た
は
修
正
」を
行
っ
て
い
る
こ
と
等

に
鑑
み
、
対
応
の
一
貫
性
か
ら
、
基

本
的
に
修
正
項
目
と
す
べ
き
だ
が
、

実
務
上
の
実
行
可
能
性
か
ら
一
定
の

配
慮
を
行
う
か
否
か
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
ノ

ン
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
処
理
に
よ
る
修

正
額
が
連
結
上
の
当
期
純
利
益
に
重

要
な
影
響
を
与
え
る
場
合
、
原
則
と

し
て
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
金

融
機
関
な
ど
、
在
外
子
会
社
等
で
多

数
の
資
本
性
金
融
商
品
の
銘
柄
を
有

し
て
い
る
場
合
は
、
当
期
純
利
益
の

有
用
性
や
比
較
可
能
性
に
関
す
る
一

定
の
手
当
て
を
前
提
と
し
て
、
修
正

し
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
適
切

で
あ
る
と
の
考
え
を
示
し
た
。ま
た
、

前
記
一
定
の
手
当
て
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
注
記
を
求
め
る
と
し
た
。

①　
ノ
ン
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
処
理
に

つ
い
て
修
正
し
て
い
な
い
旨

②　
ノ
ン
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
処
理
を

修
正
し
て
い
な
い
資
本
性
金
融
商

品
の
う
ち
、当
期
中
に
売
却
し
た
も

の
が
あ
る
場
合
に
は
、Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に

基
づ
く
取
得
原
価
と
売
却
額
の
差

額
と
し
て
算
定
さ
れ
る
売
却
額
の

合
計
額
お
よ
び
売
却
損
の
合
計
額

③　
ノ
ン
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
処
理
を

修
正
し
て
い
な
い
資
本
性
金
融
商

品
を
、貸
借
対
照
表
に
お
け
る
貸
借

対
照
表
計
上
額
が
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に
お

け
る
取
得
原
価
を
超
え
る
も
の
と

超
え
な
い
も
の
に
区
分
し
、当
該
区

分
ご
と
の
取
得
原
価
、当
該
貸
借
対

照
表
計
上
額
お
よ
び
そ
の
差
額

こ
れ
に
対
し
て
専
門
委
員
か
ら

は
、「
金
融
機
関
な
ど
の
業
種
に
絞
る

の
は
い
か
が
な
も
の
か
」、「
結
論
を

早
急
に
提
案
し
す
ぎ
な
の
で
は
」等

の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

去
る
１
月
24
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
97
回
企
業
結
合
専
門
委

員
会
を
開
催
し
た
。

前
回（
２
０
１
７
年
11
月
１
日
号

（
№
１
４
９
４
）情
報
フ
ラ
ッ
シ
ュ
参

照
）に
引
き
続
き
、
子
会
社
株
式
お

よ
び
関
連
会
社
株
式
の
減
損
と
の
れ

ん
の
減
損
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討

が
行
わ
れ
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

資
本
連
結
実
務
指
針
32
項
の
削
除

日
本
公
認
会
計
士
協
会
会
計
制
度

委
員
会
報
告
７
号「
連
結
財
務
諸
表

に
お
け
る
資
本
連
結
手
続
に
関
す
る

実
務
指
針
」（
以
下
、「
資
本
連
結
実
務

指
針
」と
い
う
）32
項
に
関
し
、
時
価

を
把
握
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
と

認
め
ら
れ
る
子
会
社
株
式
の
取
扱
い

を
含
め
て
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会

に
削
除
を
依
頼
す
る
方
向
で
検
討
す

る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
す
る
事
務

局
提
案
に
つい
て
、議
論
が
行
わ
れ
た
。

前
回
、
株
価
の
著
し
い
下
落
が
企

業
価
値
の
毀
損
で
は
な
い
こ
と
が
合

理
的
に
立
証
で
き
る
場
合
は
、
当
該

処
理
を
行
う
必
要
が
な
い
な
ど
の
反

証
規
定
を
設
け
る
べ
き
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
た
が
、
事
務
局
か
ら
反
証

規
定
を
設
け
る
な
ど
の
修
正
は
さ
れ

な
か
っ
た
。

今
回
も
、
専
門
委
員
か
ら
は
、「
な

ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
削
除
す
る
の

か
」、「
も
っ
と
慎
重
に
」と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
た
一
方
、「
削
除
す
る
の

に
違
和
感
は
な
い
」と
い
っ
た
意
見

も
出
さ
れ
た
。

減
損
適
用
指
針
の
修
正

前
回
、
事
務
局
か
ら
、
資
本
連
結

実
務
指
針
32
項
の
削
除
に
伴
っ
て
、

株
価
の
著
し
い
下
落
を
企
業
会
計
基

準
適
用
指
針
６
号「
固
定
資
産
の
減

損
に
係
る
会
計
基
準
の
適
用
指
針
」

（
以
下
、「
減
損
適
用
指
針
」と
い
う
）

の
減
損
の
兆
候
の
例
示
に
追
記
す
る

修
正
案
が
提
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
追
加
的
な
検
討
が
さ
れ
た
。

前
回
、実
務
上
の
負
担
が
大
き
く
、

資
本
連
結
実
務
指
針
32
項「
の
れ
ん

の
追
加
的
償
却
」を
削
除
す
る
こ
と

へ
の
手
当
て
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ

れ
ば
、
す
べ
て
の
資
産
を
対
象
と
す

る
の
で
は
な
く
、
の
れ
ん
の
み
を
対

象
と
す
る
こ
と
で
足
り
る
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
事
務
局
は
、
子
会
社
が

保
有
す
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
、

子
会
社
の
個
別
財
務
諸
表
に
お
い

て
、
減
損
会
計
が
適
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
子
会
社
の
株
価
が
著
し

く
下
落
し
た
場
合
に
そ
れ
ら
を
減
損

の
兆
候
と
捉
え
る
必
要
性
に
乏
し
い

と
し
て
、
の
れ
ん
の
み
を
対
象
と
す

る
提
案
に
変
更
し
た
。

前
回
示
さ
れ
た
減
損
適
用
指
針
15

―
２
の
追
加
修
正
案
に
代
わ
り
、
次

の
よ
う
な
17
項
に
追
加
す
る
修
正
案

が
示
さ
れ
た
。

17
―
２　
親
会
社
が
保
有
す
る
連
結

子
会
社
又
は
持
分
法
適
用
会
社
の

発
行
す
る
株
式
が
市
場
価
格
に
基

づ
く
価
額
を
有
す
る
場
合
、当
該
市

場
価
格
に
基
づ
く
価
額
が
当
初
の

取
得
原
価
か
ら
著
し
く
下
落
し
た

場
合
は
、前
項
の
の
れ
ん
の
減
損
の

兆
候
に
該
当
す
る
。な
お
、
当
初
の

取
得
原
価
と
は
、親
会
社
の
当
該
連

結
子
会
社
又
は
持
分
法
適
用
会
社

の
発
行
す
る
株
式
に
対
す
る
個
々

の
取
引
ご
と
の
原
価
の
合
計
額
を

い
う
。

専
門
委
員
か
ら
は
、
の
れ
ん
の
み

を
対
象
と
す
る
こ
と
に
異
論
が
な
い

意
見
が
多
く
聞
か
れ
た
。

＊　

今
後
は
、
今
回
の
議
論
を
踏
ま
え

て
、
親
委
員
会
で
も
審
議
す
る
。
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フラッシュ

証
　
　
券

日
米
の
適
温
相
場
に
変
調
の
兆

し
か
？

金
　
　
融

円
高
が
続
く
背
景

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2018年
1月15日

改訂「消費税の軽減税率制度
に関するＱ＆Ａ（制度概要
編）」

国税庁

2019年10月1日の消費税率引上げと同時に導入される軽減税率制度
に向けて、Ｑ＆Ａを改訂したもの。制度概要編では、飲食料品を譲渡す
る際の包装材料等の取扱い（問5）や飲食設備の意義（問8）の改訂など
が、個別事例編では、「一体資産」の適用税率に関して１万円以下の判定
単位（問67）の追加などが行われている。
http://www.nta.go.jp/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/02.htm

―改訂「消費税の軽減税率制度
に関するＱ＆Ａ（個別事例
編）」

2018年
1月25日

改正「監査役等と監査人との
連携に関する共同研究報告」

日本監査
役協会、
JICPA

改正会社法（2015年5月施行）やコーポレートガバナンス・コード、監
査法人のガバナンス・コードが公表されたことを踏まえて、見直しを
行ったもの。
http://www.kansa.or.jp/news/briefing/post-403.html

―

為
替
市
場
で
円
高
が
進
ん
で
い

る
。
ド
ル
／
円
レ
ー
ト
は
、
１
月
に

入
っ
て
つ
け
た
１
１
３
円
台
の
高
値

か
ら
１
月
25
日
ま
で
に
１
０
８
円
台

ま
で
下
落
し
、
昨
年
９
月
以
来
の
円

高
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
ユ
ー
ロ
も

対
ド
ル
で
大
き
く
上
昇
し
、
ユ
ー
ロ

／
ド
ル
は
１
月
初
め
の
１
・
２
０
ド

ル
か
ら
１
・
２
４
ド
ル
ま
で
買
い
進

ま
れ
て
い
る
。
円
は
、
対
ユ
ー
ロ
で

は
１
３
４
円
台
後
半
か
ら
１
３
６
円

台
の
レ
ン
ジ
内
で
の
小
動
き
で
、
明

確
な
ト
レ
ン
ド
は
出
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
１
月
に
入
っ
て
か
ら
み

ら
れ
る
為
替
市
場
の
動
き
は
、
対
ド

ル
で
円
と
ユ
ー
ロ
が
上
昇
し
た
動
き

だ
。
ド
ル
は
、
一
部
に
楽
観
的
な
見

方
も
あ
る
と
は
い
え
、
米
政
府
機
関

の
閉
鎖
と
い
う
悪
材
料
を
抱
え
た
状

況
で
積
極
的
に
は
買
い
づ
ら
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
ユ
ー
ロ
は
、
ド
イ
ツ
で
第
２

党
の
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
が
、
メ
ル

ケ
ル
首
相
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社

会
同
盟
と
大
連
立
政
権
の
樹
立
に
向

け
て
協
議
入
り
す
る
こ
と
を
決
定
す

る
等
、
好
材
料
が
出
て
い
る
。
も
と

も
と
ユ
ー
ロ
圏
で
は
経
済
が
好
調
な

こ
と
や
、
昨
年
来
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
緩
和

縮
小
の
観
測
が
出
て
い
る
た
め
、
ユ
ー

ロ
は
買
わ
れ
や
す
い
環
境
に
あ
る
。

円
に
関
し
て
も
、
昨
年
11
月
に
黒

田
日
銀
総
裁
が
リ
バ
ー
サ
ル
・
レ
ー

ト
に
言
及
し
て
、
過
度
な
金
融
緩
和

が
及
ぼ
す
悪
影
響
の
可
能
性
に
触
れ

た
こ
と
か
ら
、
市
場
は
日
銀
の
金
融

緩
和
縮
小
を
材
料
に
円
買
い
に
動
き

や
す
い
。
１
月
９
日
に
も
、
事
務
的

な
対
応
に
過
ぎ
な
い
国
債
の
買
い
オ

ペ
減
額
に
対
し
て
、
市
場
が
過
敏
に

反
応
す
る
な
ど
、
緩
和
縮
小
へ
の
思

惑
が
広
が
っ
て
い
る
。

た
だ
黒
田
総
裁
は
金
融
緩
和
縮
小

の
可
能
性
に
つ
い
て
、「
出
口
の
タ
イ

ミ
ン
グ
や
そ
の
際
の
対
応
を
検
討
す

る
局
面
に
は
至
っ
て
い
な
い
」と
明

確
に
否
定
し
て
い
る
た
め
、
通
常
で

あ
れ
ば
市
場
の
緩
和
縮
小
に
対
す
る

思
惑
も
後
退
し
て
よ
い
と
こ
ろ
だ
。　
　

だ
が
、
実
際
は
為
替
市
場
で
は
円

高
傾
向
、
債
券
市
場
で
も
相
場
が
下

振
れ
し
や
す
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
緩
和
縮
小
へ
の
期
待

は
強
い
と
い
え
る
。
当
面
は
、
ア
メ

リ
カ
に
続
い
て
緩
和
縮
小
を
示
唆
す

る
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
動
向
が
、
今
後
の
日
銀

の
緩
和
縮
小
を
占
う
際
に
注
目
さ
れ

る
。

日
米
株
価
は
上
昇
基
調
が
続
き
、

つ
い
に
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
は
２
６
、０
０
０

ド
ル
、
日
経
平
均
は
２
４
、０
０
０

円
を
突
破
し
た
。
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
は
史
上

最
高
値
を
更
新
し
、
日
経
平
均
は
26

年
振
り
の
高
値
と
い
う
画
期
的
な
水

準
に
達
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
最
近
は
日
米
と
も
に
昨
年
来
の

ゴ
ル
デ
ィ
ロ
ッ
ク
ス（
適
温
相
場
）を

可
能
に
し
て
き
た
市
場
環
境
に
変
化

の
兆
し
が
み
え
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ

で
は
長
期
金
利
の
上
昇（
債
券
相
場

の
下
落
）で
あ
り
、
日
本
で
は
円
高

へ
の
動
き
が
強
ま
っ
て
き
た
こ
と
で

あ
る
。

ア
メ
リ
カ
が
短
期
金
利
、
す
な
わ

ち
政
策
金
利
の
引
上
げ
政
策
に
転
じ

て
２
年
以
上
に
な
る
が
、
緩
や
か
な

景
気
上
昇
、
失
業
率
の
低
下
が
続
く

一
方
で
、
イ
ン
フ
レ
や
賃
上
げ
の
動

き
は
鈍
く
、
政
策
金
利
の
上
昇
に
長

期
金
利
が
連
動
し
な
い
状
況
が
続
い

て
き
た
。
米
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
、
こ
の
状
況

を「
謎
」と
表
現
し
た
が
、
こ
こ
へ
き

て
物
価
上
昇
率
が
や
や
高
ま
っ
て
き

た
こ
と
を
反
映
し
て
か
、
長
期
金
利

が
徐
々
に
上
昇
し
、
１
月
中
旬
に
は

昨
年
来
の
水
準
を
更
新
し
て
き
た
。

よ
う
や
く
長
期
金
利
が
政
策
金
利

に
追
随
す
る
動
き
に
な
っ
て
き
た
と

い
え
る
が
、
株
式
市
場
は
長
期
金
利

の
上
昇
を
嫌
う
だ
け
に
、
こ
の
と
こ

ろ
ア
メ
リ
カ
株
価
に
も
み
合
う
場
面

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。景
気
、

失
業
率
、
物
価
な
ど
の
動
き
か
ら
す

る
と
、
今
後
も
長
期
金
利
の
上
昇
が

続
き
そ
う
だ
。

こ
の
状
況
に
対
し
て
、
パ
ウ
エ
ル

新
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
が
ど
の
よ
う
に
采
配

を
振
る
う
か
が
焦
点
で
あ
る
。
イ
エ

レ
ン
前
議
長
と
同
様
に
ハ
ト
派
と
目

さ
れ
る
パ
ウ
エ
ル
氏
は
厳
し
い
政
策

を
採
ら
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、
金
融
政
策
の
展
開
が
大
き
な
株

価
調
整
を
招
く
懸
念
は
小
さ
い
だ
ろ

う
。日

本
の
株
価
は
円
相
場
が
１
ド
ル

＝
１
１
０
円
を
割
っ
た
あ
た
り
か
ら

少
し
も
た
つ
き
、
円
高
に
弱
い
日
本

株
の
弱
点
が
さ
ら
け
出
さ
れ
た
。
ア

メ
リ
カ
の
長
期
金
利
上
昇
に
対
し
、

日
銀
は
金
融
緩
和
、
低
金
利
政
策
を

堅
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
日

米
金
利
差
か
ら
円
安
・
ド
ル
高
へ
動

く
の
が
当
然
と
思
わ
れ
る
の
に
、
円

高
・
ド
ル
安
と
は
理
不
尽
と
い
い
た

く
な
る
。
こ
の
と
こ
ろ
、
Ｅ
Ｕ
経
済

が
予
想
以
上
に
好
調
な
こ
と
か
ら
、

ユ
ー
ロ
が
評
価
さ
れ
て
ユ
ー
ロ
高
・

ド
ル
安
の
動
き
が
強
ま
り
、
そ
れ
が

ド
ル
安
・
円
高
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
。

円
高
が
た
だ
ち
に
株
安
へ
連
動
す

る
日
本
市
場
で
は
あ
る
が
、
円
高
の

原
因
が
日
本
経
済
に
は
な
く
、
円
高

加
速
も
な
さ
そ
う
な
の
で
、
今
回
の

円
高
の
株
価
へ
の
影
響
を
そ
れ
ほ
ど

心
配
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。


